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概要：昨今，対話型エージェントは我々の生活に浸透してきており，将来的には人とエージェントが混在
したコミュニケーションが日常的なものになると考えられる．この複数の人・エージェント間のコミュニ
ケーションでは，エージェントが他者の意見を伝達する「仲介」を行うこともあるだろう．しかし，人が
エージェントに意見伝達を仲介してほしいと感じるか否かは現時点では明らかにされていない．具体的に
は，意見の発信者・受信者の関係性と，意見の内容によって，意見の発信者が抱く仲介者の利用意欲がど
のように変化するか明らかでない．そこで本稿では，これを明らかにするための調査・分析結果ついて報
告する．調査では，100人に対して，意見の発信者・受信者の関係と意見の内容ごとに，伝えたい意見を他
者に仲介してもらいたいかに関するアンケートを実施した．その結果，自身とカジュアルな関係の相手に
ポジティブな意見を伝えるシーンで，意見伝達を仲介するエージェントに対する利用意欲が高まることが
示唆された．

1. はじめに
多人数のコミュニケーションにおいて，他者の意見を伝

達するシーンが発生する．たとえば，A・B・Cの 3者がコ
ミュニケーションを行う際，A が Cに直接情報を伝える
のではなく，Aが Bに情報を伝え，Bが A からの情報を
Cに伝えることがある．このように，仲介は我々のコミュ
ニケーションで重要な役割を果たしており，日常的に用い
られる手段である．ここで，昨今の対話型エージェントの
社会への広がりに注目したい．エージェントの対話能力は
日々向上しており，フォーマル／インフォーマルを問わず，
人とエージェントが混在した形態のコミュニケーション
が関心を集めている．近い将来，この形態のコミュニケー
ションが日常的なものになることは想像に難くない．仲介
の文脈においても，エージェントは重要な役割を果たすだ
ろう．しかし，意見の発信者と受信者の関係性と意見の内
容によって，意見の発信者が抱く仲介者の利用意欲にどの
ような影響を与えるか明らかでない．この影響が明らかで
ないと，意見伝達を仲介するエージェントの適切な利用
シーンが判断できないという問題がある．そこで本研究で
は，意見の発信者と受信者の関係性と意見の内容によって，
意見の発信者が抱く仲介者の利用意欲にどのような影響を
与えるかを明らかにする．これを明らかにすることで，意
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見伝達を仲介するエージェントの，適切な利用シーンの判
断を助けることができる．本稿では，意見の発信者と受信
者の関係と意見の内容ごとに，伝えたい意見を仲介者を介
して間接的に伝えたいかに関するアンケートを実施・分析
する．

2. 関連研究
野口ら [2][3]は，遠隔コミュニケーションを仲介するロ

ボットが高齢者の自己開示に与える影響について調査し
ている．その結果，他者との会話に仲介するロボットの社
会的振る舞いは，内面性の高い話題の伝達を助けること
が示唆されている．また，仲介ロボットは高齢ユーザに
warmthと competenceを強く知覚させ，これらの知覚量
と開示量には正の相関があることを明らかにしている．上
記より，仲介ロボットの要求仕様として，ロボットには対
話者という擬人化された存在として認識されるための振る
舞いが必要であり，自己開示を促すためにはより warmth

と competence が強く知覚されることが重要であることを
明らかにしている [2]．加えて，高齢者とその家族・友人と
の遠隔コミュニケーションを仲介する人間の仲介者として
社会性ロボットを設計指針の提案も行っている．まず，対
話の話題を検討し，特に高齢者が他者に話すことに抵抗を
感じる話題（喪失体験など）において，社会的仲介ロボッ
トが高齢者の自己開示を促進する可能性があること調査し
ている．これより社会的仲介ロボットの実現可能性を確認
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している．次に，社会的仲介ロボットの効果的な性格特性
を調査している．その結果，類似性–惹起性–反発性に関し
て，これまで報告されていたよりも詳細な知見を得ること
を確認している [3]．
Kobayashiら [4]は，既存のソーシャルメディアを介し

た高齢者と若い世代の双方向コミュニケーションに利用で
きるソーシャルメディア仲介ロボットを提案している．マ
イク，カメラ，スピーカ，センサ，ネットワークアクセス機
能を備えた人間型ロボットにシングルボードコンピュータ
を搭載し，スマートフォンを使わずに音声によるソーシャ
ルメディア上の情報取得・発信ができるシステムを開発し
ている．
Tahirら [6]は，ヒューマノイドロボット Naoを社会的

仲介者として用いるためのユーザスタディを行っている．
まず，実験参加者が Naoを介して伝えられるフィードバッ
クメッセージの理解度を評価している．次に，実験参加者
は，Naoロボットが仲介役となるシナリオに基づいた 2者
対話を行う．Naoを介して会話を分析した結果をフィード
バックするシステムを利用し，参加者は受け取ったフィー
ドバックの内容，適切さ，タイミングなどの評価を行って
いる．また，Godspeedアンケート [5]により，社会的仲介
者としてのNaoに対する総合的な認識を評価している．そ
の結果，Naoは対話におけるフィードバックの提供に効果
的に利用できることが示されている．

3. 研究課題
1章で述べたように，対話型エージェントが意見伝達を

仲介するシーンが今後増える可能性がある．しかし，2章
で示した研究は，意見の発信者と受信者の関係性と意見の
内容による，意見の発信者が抱く仲介者の利用意欲の違い
について，十分に明らかにされているとは言えない．そこ
で本研究では，意見の発信者と受信者の関係性と意見の内
容による，意見の発信者が抱く仲介者の利用意欲の違いを
明らかにすることを研究課題として設定する．

4. 調査
4.1 調査の概要
意見の発信者と受信者の関係と意見の内容ごとに，伝え
たい意見を仲介者を介して間接的に伝えたいかに関するア
ンケートを実施する．回答者はクラウドソーシングにて集
めた 20歳以上の日本語を母国語とする 100人である．本
アンケートでは，年上の親族・年下の親族・目上の知人・
目下の知人に対して仲介者を利用してそれぞれ，意見の受
信者にとって聞くのが嬉しいと思われる意見を伝える場合
と，意見の受信者にとって聞くのが嬉しくないと思われる
意見を伝える場合に，仲介者を利用して伝えたいかどうか
を評価指標とする．本調査では，仲介者として，他人・実体
エージェント・バーチャルエージェントの 3種類を定義し

図 1 実体エージェントの教示画像

図 2 バーチャルエージェントの教示画像

た．意見の発信者と仲介者との関係性は教示しなかった．
回答者のエージェントに対する認識を統制するため，本

調査におけるエージェントの定義を次のように教示した．
• エージェント：AI（人工知能）などにより意思を持っ
ているかのように振る舞うコンピュータシステム．

• 実体エージェント：図 1のように，物理的身体を持つ
エージェント．本アンケートにおいては，卓上の小型
ロボットとして実現され，機械音声でメッセージを出
力するものとする．

• バーチャルエージェント：図 2のように，物理的身体
を持たないエージェント．本アンケートにおいては，
スマートフォン上のアプリケーションとして実現さ
れ，機械音声でメッセージを出力するものとする．

本調査での質問項目は次の通りである．

Q1 相手（年上の親族，年下の親族，目上の知人，目下の
知人）にとって聞くのが【嬉しい／嬉しくない】と思
われる内容を，【他人／実体エージェント／バーチャ
ルエージェント】を介して間接的に伝えたいと思いま
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* ** **

* p <.05   ** p <.01   

図 3 他人-嬉しい（N=100）

すか？

Q2 年上の親族について，上記の回答の理由をご説明くだ
さい

Q3 年下の親族について，上記の回答の理由をご説明くだ
さい

Q4 目上の知人について，上記の回答の理由をご説明くだ
さい

Q5 目下の知人について，上記の回答の理由をご説明くだ
さい

Q1は 7段階のリッカート尺度（7:そう思う～1:そう思
わない）で，Q2～Q5は自由記述で回答してもらう．なお，
順序効果を相殺するため，生まれた月によって伝える意見
の内容と仲介者の属性の質問の順番を入れ替えた．

4.2 調査結果・考察
意見の発信者が抱く仲介者に対する利用意欲についての

アンケートの結果を述べる．回答結果に対しては，それぞれ
Wilcoxonの符号順位検定を行い，p値の補正は Bonferroni

法を用いた．
4.2.1 仲介者が他人の場合
仲介者に他人を用いて相手にとって聞くのが嬉しいと思

われる内容を伝える場合の回答結果（図 3）では，年上の
親族と年下の親族との間で 5%水準の有意差が認められた．
さらに年上の親族と目上の親族・年上の親族と目下の親族
の間でそれぞれ 1%水準の有意差が認められた．このこと
から，多くの人は，年上の親族に対して，聞くのが嬉しい
と思われる内容を他人を介して伝えたいと思わないと考え
られる．年上の親族に伝える場合で 4以下の評価をした回
答者からのコメントでは，相手のリアクションを見たいと
いうものが最も多かった．
仲介者に他人を用いて相手にとって聞くのが嬉しくない

と思われる内容を伝える場合の回答結果（図 4）では，年
上の親族と目下の知人との間で 5%水準の有意差が見られ
た．このことから，多くの人にとって，相手にとって聞く
のが嬉しくないと思われる内容を他人を介して伝える場合
では，年上の親族か年下の親族か，目上の知人か目下の知
人かが，仲介者に対する利用意欲に与える影響は微小であ
ると考えられる．

* p <.05   ** p <.01   

**

図 4 他人-嬉しくない（N=100）

* p <.05   ** p <.01   

**
**

**
**

図 5 実体エージェント-嬉しい（N=100）

4.2.2 仲介者が実体エージェントの場合
仲介者に実体エージェントを用いて相手にとって聞くの

が嬉しいと思われる内容を伝える場合の回答結果（図 5）で
は，年上の親族と年下の親族・目上の知人と目下の知人・年
下の親族と目上の知人・年上の親族と目下の知人の間でそ
れぞれ 1%水準の有意差が認められた．年上の親族に伝え
る場合で 4以下の評価をした回答者からのコメントでは，
エージェントから伝えるよりも自身から伝えた方が喜ん
でもらえるというコメントが最も多く，目上の知人に伝え
る場合で 4以下の評価をした回答者からのコメントでは，
エージェントを介して伝えるのは失礼にあたるというコメ
ントが最も多かった．年下の親族・目下の親族に伝える場
合で 5以上の評価をした回答者からのコメントでは，エー
ジェントから伝えた方が喜んでもらえるというコメントが
最も多かった．このことから，多くの人は，年下の親族・
目下の知人に対して，聞くのが嬉しいと思われる内容を実
体エージェントを介して伝えたいと思うと考えられる．本
調査では回答者に対して，エージェント・AI・ロボット等
の IT技術に関する知識の調査も行った．その結果が図 6

である．図の数値の対応は次の通りである．

1 今までまったく聞いたことが無かった

2 聞いたことはあるが，正しく理解できているか自信が
無い

3 他人に説明できるほどではないが，自分自身では理解
しているつもりである

4 他人に説明できる程度には知識がある

5 これらの研究開発ができるほど知識がある

今回の回答者の大半がエージェント・AI・ロボット等の IT

技術を他人に説明できるほどの知識を持ち合わせていない
ことから，対話型エージェントの利用経験が少ないと推測
される．この結果は，回答者の対話型エージェントの利用
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図 6 IT 技術に関する知識

* p <.05   ** p <.01   
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図 7 実体エージェント-嬉しくない（N=100）

経験が少ないことから，回答者が実体エージェントを介し
て伝えた方が喜んでもらえる考えているためだと考察する．
仲介者に実体エージェントを用いて相手にとって聞くの

が嬉しくないと思われる内容を伝える場合の回答結果（図
7）では，年上の親族と年下の親族・目上の知人と目下の知
人・年下の親族と目上の知人・年上の親族と目下の知人の
間で 1%水準の有意差が見られた．上記の有意差が見られ
た場所は，仲介者に実体エージェントを用いて相手にとっ
て聞くのが嬉しいと思われる内容を伝える場合と同様であ
り，関係性による利用意欲の傾向は同様であると言える．
年上の親族・目上の知人に伝える場合で 4以下の評価をし
た回答者からのコメントでは，エージェントを介して伝え
るのは失礼にあたるというコメントが最も多かった．この
ことから，多くの人は，年上の親族・目上の知人に対して，
聞くのが嬉しくないと思われる内容を実体エージェントを
介して伝えたいと思わないと考えられる．
4.2.3 仲介者がバーチャルエージェントの場合
仲介者にバーチャルエージェントを用いて相手にとって

聞くのが嬉しいと思われる内容を伝える場合の回答結果
（図 8）では、年上の親族と年下の親族・目上の知人と目
下の知人・年下の親族と目上の知人・年上の親族と目下の
知人の間で 1%水準の有意差が見られた．上記の有意差が
見られた場所は，仲介者に実体エージェントを用いて相手
にとって聞くのが嬉しいと思われる内容を伝える場合と同
様であり，関係性による利用意欲の傾向は同様であると言
える．年上の親族に伝える場合で 4以下の評価をした回答
者からのコメントでは，エージェントから伝えるよりも自
身から伝えた方が喜んでもらえるというコメントが最も多
く，目上の知人に伝える場合で 4以下の評価をした回答者
からのコメントでは，エージェントを介して伝えるのは失
礼にあたるというコメントが最も多かった．年下の親族・
目下の親族に伝える場合で 5以上の評価をした回答者から
のコメントでは，エージェントから伝えた方が喜んでもら
えるというコメントが最も多かった．このことから，多く
の人は，年下の親族・目下の知人に対して，聞くのが嬉し

* p <.05   ** p <.01   

**
**

**
**

図 8 バーチャルエージェント-嬉しい（N=100）

* p <.05   ** p <.01   

**
**

**

図 9 バーチャルエージェント-嬉しくない（N=100）

いと思われる内容をバーチャルエージェントを介して伝え
たいと思うと考えられる．この結果について，仲介者に実
体エージェントを用いて相手にとって聞くのが嬉しいと思
われる内容を伝える場合と同様の考察ができる．
仲介者にバーチャルエージェントを用いて相手にとって

聞くのが嬉しくないと思われる内容を伝える場合の回答結
果（図 9）では、年上の親族と年下の親族・目上の知人と目
下の知人・年上の親族と目下の知人の間で 1%水準の有意差
が見られた．年上の親族・目上の知人に伝える場合で 4以
下の評価をした回答者からのコメントでは，エージェント
を介して伝えるのは失礼にあたるというコメントが最も多
かった．このことから，多くの人は，年上の親族・目下の
知人に対して，聞くのが嬉しくないと思われる内容を実体
エージェントを介して伝えたいと思わないと考えられる．
4.2.4 仲介者が実体／バーチャルエージェントの場合
伝える意見の内容に関わらず，実体エージェント・バー

チャルエージェントを仲介者として用いる場合の回答結果
について，いずれも年上の親族と年下の親族・目上の知人
と目下の知人の間に有意差が見られ，年上の親族と目上の
知人・年下の親族と目下の知人の間には有意差が見られな
かった．このことから，多くの人にとって，伝える意見の
内容に関わらず，実体エージェント・バーチャルエージェ
ントを仲介者として用いる場合では，親族や知人等の関係
性は意見の発信者が抱くエージェントに対する利用意欲に
影響を与えず，立場の上下関係が意見の発信者が抱くエー
ジェントに対する利用意欲に影響を与えると言える．ま
た，実体エージェント・バーチャルエージェントを仲介者
として用いる場合に，どちらも意見の受信者にとって聞く
のが嬉しくないと思われる内容を伝える場合よりも，聞く
のが嬉しいと思われる内容を伝える場合の方が意見の発信
者は仲介者を介して伝えたいという傾向が認められた．
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5. おわりに
本稿は，意見の発信者と受信者の関係性と意見の内容に

よる，意見の発信者が抱く仲介者の利用意欲の違いを明ら
かにするためにアンケートの実施・分析を行った．その結
果，意見の発信者は仲介者に他人を用いる場合では，年上
の親族に対して仲介者を介して伝えたくないという傾向が
見受けられた．また，実体エージェント・バーチャルエー
ジェントを用いる場合では，意見の受信者にとって聞くの
が嬉しくないと思われる意見を伝える場合よりも聞くのが
嬉しいと思われる意見を伝える場合の方が，意見の発信者
は仲介者を介して伝えたいという傾向が見られた．この結
果より，自身よりも立場が下にある，カジュアルな関係の
相手にポジティブな意見を伝えるシーンにおいて，実体／
バーチャルを問わず仲介エージェントへの利用意欲が相対
的に高いと判断できる．今後は，本稿で得られた知見をも
とに，意見を仲介するエージェントの実装・評価を行う．
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